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平
成
24
年
度
補
正
・
平
成
25
年
度

　

林
務
課 

予
算
の
概
要

第34号 （2）兵庫の治山・林道と森林整備

　

兵
庫
県
の
人
工
林
22
万
ha
の
成
熟
化
が
進
む
中
、「
ひ
ょ
う
ご

農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
」
で
は
、
伐
採
、
植
栽
、
保
育
の

林
業
生
産
サ
イ
ク
ル
が
円
滑
に
循
環
し
、
森
林
の
多
面
的
機
能
を

持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
「
資
源
循
環
型
林
業
」
の
構
築
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
こ
の
実
現
に
向
け
、
原
木
の
安
定
供
給
体
制
の
整
備

や
県
産
木
材
の
利
用
拡
大
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
補
正
予
算
で
は
、
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
に
新

た
な
メ
ニ
ュ
ー
が
追
加
さ
れ
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
と
あ
わ
せ

て
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
の
加
速
化
を
図
り
、

「
低
コ
ス
ト
原
木
供
給
団
地
の
設
定
」、「
ひ
ょ
う
ご
林
内
路
網
１
、

０
０
０
㎞
整
備
プ
ラ
ン
」
等
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
森

林
経
営
計
画
制
度
の
普
及
定
着
、
多
様
な
森
林
の
整
備
、
森
林
の

施
業
の
集
約
化
や
路
網
整
備
、
森
林
技
能
者
等
の
人
材
育
成
、
木

材
の
利
用
拡
大
に
重
点
を
置
き
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
が
連
携
し

た
林
業
・
木
材
産
業
の
活
性
化
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き

ま
す
。

１
．
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
森
林
整
備

⑴
多
様
な
森
林
の
整
備

　

気
象
災
害
等
に
配
慮
し
な
が

ら
長
伐
期
施
業
に
よ
り
単
層
林

を
維
持
す
る
一
方
、
地
形
や
地

質
等
に
よ
り
皆
伐
を
避
け
る
べ

き
箇
所
に
あ
っ
て
は
、
針
広
混

交
林
化
や
天
然
林
へ
と
誘
導
す

る
等
、
多
様
な
森
林
の
整
備
を

図
る
。

•
地
域
森
林
計
画
策
定
事
業 

㉕
１
５
、０
７
９
千
円

•
造
林
事
業 

㉕
１
、０
４
２
、０
０
０
千
円

 

㉔
補
正 

９
９
１
、０
０
０
千
円

•
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業（
間
伐
）

 

㉕
１
、１
４
３
、２
１
５
千
円

•
重
要
水
源
林
機
能
高
度
化
事
業 

㉕
２
２
、０
０
０
千
円

⑵
集
約
化
施
業
の
促
進

　

森
林
施
業
の
集
約
化
を
促
進
す
る

た
め
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
や
、

森
林
境
界
の
明
確
化
等
を
支
援
す
る
。

•
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

 

㉕
８
１
、８
４
６
千
円

•
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

　
（
森
林
境
界
の
明
確
化
）

 

㉕
５
６
、７
３
８
千
円

⑶
生
産
基
盤
の
整
備

　

低
コ
ス
ト
原
木
供
給
団
地
に
作
業
道
を
集
中
的
に
整
備
し
、

高
性
能
林
業
機
械
を
駆
使
し
た
高
能
率
・
低
コ
ス
ト
原
木
生

産
に
よ
り
、
原
木
の
安
定
供
給
を
可
能
と
す
る
「
ひ
ょ
う
ご

林
内
路
網
１
、０
０
０
㎞
整
備
プ
ラ
ン
」
を
Ｈ
22
〜
Ｈ
27
ま

で
実
施
す
る
。
ま
た
、
団
地
化
の
推
進
及
び
高
性
能
林
業
機

械
の
整
備
・
拡
充
へ
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

•
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
（
林
内
路
網
整
備
）

  

㉕
１
１
２
、０
６
９
千
円

•
林
業
機
械
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業 

㉕
１
５
、６
４
２
千
円

•
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

　
（
高
性
能
林
業
機
械
等
の
導
入
）  

㉕
１
１
４
、４
１
９
千
円

⑷
林
業
技
術
の
普
及

　

林
業
普
及
指
導
員
に
よ
る
林
業
技
術
の
普
及
指
導
活
動
や

高
性
能
林
業
機
械
等
の
林
業
技
術
研
修
、
指
導
林
家
等
・
山

村
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
を
通
じ
て
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
後
継
者

を
育
成
す
る
。
ま
た
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
実
行
を
技
術

面
で
市
町
を
支
援
す
る
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
を
育
成
す
る
。

•
林
業
普
及
指
導
費 

㉕
６
、５
６
０
千
円

２
．
林
業
の
担
い
手
の
育
成
と
支
援

⑴
林
業
労
働
力
の
育
成

　

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
素

材
生
産
を
低
コ
ス
ト
で
行
う
人

材
の
育
成
を
進
め
る
と
と
も

に
、
担
い
手
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
、
福
利
厚
生
な
ど
就

労
条
件
の
改
善
や
労
働
安
全
対

策
を
進
め
る
。

• 

森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業
（
人
材
育
成
）

 

㉕
６
５
、１
１
６
千
円

 

㉔
補
正 

４
、４
０
０
千
円

•
森
林
技
術
者
確
保
定
着
促
進
事
業 

 

㉕
１
９
、２
６
０
千
円

⑵
森
林
組
合
等
林
業
事
業
体
の
育
成
・
強
化

　

森
林
組
合
が
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
、
組
合
員
の
期

待
に
応
え
う
る
持
続
的
経
営
が
で
き
る
事
業
体
を
め
ざ
し
て
、

合
併
や
中
核
森
林
組
合
へ
の
統
合
な
ど
に
よ
り
経
営
基
盤
、

執
行
体
制
強
化
を
推
進
し
、
組
織
系
統
全
体
の
育
成
・
強
化

を
図
る
。

•
森
林
組
合
等
経
営
基
盤
強
化
対
策
事
業

搬出間伐実施後の森林

森林施業プランナー育成研修

森林境界の明確化事業土場における原木仕分け作業

高性能林業機械等を導入促進
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㉕
２
、７
１
２
千
円

•
森
林
組
合
機
能
強
化
資
金
貸
付
金

 

㉕
３
０
０
、０
０
０
千
円

⑶
林
業
・
木
材
産
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

　

経
営
基
盤
が
脆
弱
で
資
金
調
達
力
が
弱
い
林
業
・
木
材
産

業
経
営
者
に
対
し
て
、
低
利
・
無
利
子
の
資
金
を
融
通
す
る

こ
と
に
よ
り
、
林
業
及
び
木
材
産
業
の
健
全
な
発
展
、
木
材

生
産
及
び
流
通
の
合
理
化
の
促
進
を
図
る
。

•
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金

 

㉕
１
５
０
、０
０
０
千
円

•
林
業
振
興
資
金
利
子
補
給
事
業 

㉕
１
、６
１
３
千
円

•
木
材
産
業
等
高
度
化
推
進
資
金

 

㉕
６
４
５
、２
３
７
千
円

•
特
用
林
産
振
興
事
業 

㉕
２
５
０
千
円

•
県
産
木
材
利
用
促
進
特
別
融
資
事
業

 
㉕
３
０
０
、０
０
０
千
円

•
き
の
こ
原
木
確
保
対
策
事
業 
㉕
８
６
５
千
円

森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

 

地
域
材
利
用
開
発 

㉔
補
正 

７
、５
０
０
千
円

 

利
子
助
成 

㉔
補
正 

４
５
０
千
円

３
．
県
産
木
材
の
供
給
体
制
の
整
備
と
利
用
拡
大

⑴
県
産
木
材
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

㈿
兵
庫
木
材
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、

既
存
の
木
材
流
通
、
加
工
部
門
を

含
め
て
、
県
産
木
材
の
品
質
・
性

能
の
向
上
の
た
め
の
施
設
導
入
や
、

原
木
の
安
定
供
給
体
制
に
向
け
た

取
組
等
を
支
援
す
る
。

•
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

（
流
通
経
費
支
援
） 

㉕
６
８
、２
５
２
千
円

（
木
材
加
工
流
通
施
設
等
整
備
） 

㉕
１
４
７
、９
４
４
千
円

•
県
産
木
材
供
給
体
制
整
備
推
進
事
業 

㉕
１
、４
０
０
千
円

⑵
県
産
木
材
の
利
用
拡
大

　

県
産
木
材
の
利
用
は
伐
採
・
植
栽
・
保
育
の
林
業
生
産
サ

イ
ク
ル
を
円
滑
に
循
環
さ
せ
、
県
内
の
森
林
を
健
全
に
育
成

し
、
森
林
の
も
つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、

県
産
木
材
の
利
用
拡
大
を
図
る
。

　

ま
た
、
未
利
用
森
林
資
源
を
活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
拡
大
を
進
め
る
。

①
公
共
施
設
等
の
木
造
・
木
質
化
の
推
進

　

公
共
施
設
等
の
木
造
化
、
木
質
化
を
進
め
る
ほ
か
、
今

ま
で
木
材
が
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
分
野
で
の
木
材
利
用

を
促
進
す
る
こ
と
と
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
へ
の
木
製
架
台

等
の
モ
デ
ル
導
入
を
支
援
す
る
。

• 

森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

 

木
造
公
共
施
設
等
整
備

 

㉔
補
正 

４
０
２
、３
５
０
千
円

 

地
域
材
新
規
用
途
導
入
促
進
支
援

 

㉔
補
正 

４
３
４
、０
０
０
千
円

　

②
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
建
設
促
進

　

県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
制
度
や
家
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
よ
る
県
産
木
材
使
用
住
宅
の
建
設
促
進

の
ほ
か
、
木
造
住
宅
の
担
い
手
で
あ
る
工
務
店
の
県
産
木

材
利
用
意
欲
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
県
産
木
材
の
利
用
実

績
の
あ
る
工
務
店
の
「
木
の
匠
」
と
し
て
の
登
録
、
住
宅

コ
ン
ペ
に
よ
る
優
れ
た
木
造
住
宅
の
顕
彰
を
実
施
す
る
。

•
森
か
ら
ま
ち
へ
木
材
利
用
促
進
事
業

　
（「
木
の
匠
」
登
録
、
住
宅
コ
ン
ペ
事
業
）

 

㉕
３
３
１
千
円

•
県
産
木
材
利
用
木
造
住
宅
特
別
融
資
事
業

 
㉕
１
３
、３
０
９
、９
６
３
千
円

•
県
産
木
材
利
用
住
宅
建
設
促
進
事
業

 
㉕
１
、６
２
０
千
円

　

③ 

暮
ら
し
に
身
近
な
木
製
用
品
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
活
動

の
推
進

　

県
産
木
材
を
活
用
し
た
住
宅
内
装
材
や
木
製
学
習
机
、

玩
具
な
ど
、
多
様
な
木
材
利
用
を
提
案
す
る
ほ
か
、
店
舗

や
駅
舎
な
ど
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る
民
間
施
設
で
の
木

材
利
用
事
例
を
と
り
ま
と
め
、
優
れ
た
施
設
を
選
定
し
て

展
示
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
の
良
さ
等

を
実
感
す
る
機
会
を
提
供
す
る
。

•
森
か
ら
ま
ち
へ
木
材
利
用
促
進
事
業

　
（
木
の
あ
る
街
づ
く
り
事
業
） 

㉕
１
６
９
千
円

•
暮
ら
し
の
中
に
木
材
を
取
り
入
れ
る
運
動
推
進
事
業　

　
（
木
製
用
品
利
用
拡
大
） 

㉕
３
、８
６
０
千
円

④
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

　

未
利
用
間
伐
材
や
林
地
残
材
等
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

利
用
を
進
め
る
施
設
導
入
等
に
対
し
て
支
援
す
る
ほ
か
、

未
利
用
間
伐
材
等
を
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
す
る
仕

組
み
作
り
等
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。

•
森
林
林
業
緊
急
整
備
事
業

　
（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
等
整
備
）

 

㉕
１
６
７
、８
５
０
千
円

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
計
画
策
定

 

㉔
補
正 

８
、０
０
０
千
円

平
成
25
年
度　

林
務
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

４
７
、６
２
７
、３
８
１
千
円（
対
前
年
度
比
１
０
８
・
７
％
）

（
＋
補
正
）４
９
、４
４
４
、５
２
７
千
円
（
対
前
年
度
比
１
１
２・８
％
）

 

※
平
成
24
年
度
経
済
対
策
補
正　

１
、８
１
７
、１
４
６
千
円

木材乾燥機の導入

県産木材利用住宅の建設促進

未利用間伐材等の林地残材

学校施設等の木造・木質化の推進

木材フェアの開催



平
成
25
年
度

　

豊
か
な
森
づ
く
り
課 

予
算
の
概
要

　

県
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
森
林
の
機
能
回
復
を
社
会
全
体
で
進

め
る
た
め
、
平
成
14
年
度
か
ら
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
の
持
つ
防
災
機
能
強
化
を
早
期
・
確
実
に
進
め
る

た
め
に
「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し
た
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」

第
２
期
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
の
保
全
・
管
理
、
森
林
病
害
虫
被
害
対
策
に
も

取
り
組
み
、
県
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
「
生
活
を
豊

か
に
す
る
森
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

１
．
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
の
推
進

　

森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
高
度
発
揮
を
図
り
な
が
ら
、
本
来

の
経
済
林
と
し
て
の
再
生
を
進
め
る
た
め
、「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森

づ
く
り
・
第
１
期
対
策
（
平
成
14
〜
23
年
）」
を
さ
ら
に
継
続
・

発
展
さ
せ
、「
公
的
関
与
に
よ
る
森
林
管
理
の
徹
底
」「
多
様
な
担

い
手
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
の
推
進
」
を
基
本
方
針
と
す
る
「
新

ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
（
平
成
24
〜
33
年
）」
を

推
進
し
て
い
る
。

⑴
森
林
管
理
１
０
０
％
作
戦

　

間
伐
が
必
要
な
60
年
生
以

下
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林

に
つ
い
て
、
国
の
公
共
造
林

事
業
に
よ
る
間
伐
及
び
作
業

道
開
設
の
補
助
残
額
を
県
・

市
町
が
連
携
し
て
公
的
負
担

を
行
い
、
森
林
管
理
の
徹
底

を
図
る
。

•「
森
林
管
理
１
０
０
％
作

戦
」
推
進
事
業

 

９
６
、１
９
１
千
円

•
く
ら
し
を
支
え
る
森
づ
く
り
事
業

 

４
、３
６
１
、５
９
８
千
円

⑵
里
山
林
の
再
生

集
落
周
辺
の
里
山
林
に
お
い
て
、
地
域
住
民
等
が
自
ら
行
う

森
林
整
備
活
動
に
対
し
て
、
機
材
費
等
の
支
援
を
行
い
、
健

全
な
森
林
へ
の
誘
導
を
図
る
。

•
住
民
参
画
型
里
山
林
再
生
事
業 

１
５
、３
０
０
千
円

⑶
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
お
け

る
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す

る
講
座
を
実
施
し
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
継
続
と
さ
ら

な
る
活
性
化
を
図
る
。

• 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催

 

９
４
８
千
円

⑷
企
業
の
森
づ
く
り
の
推
進

　

企
業
・
団
体
等
が
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
行
う
森
林

保
全
活
動
を
さ
ら
に
推
進
す
る

た
め
、（
公
社
）
兵
庫
県
緑
化

推
進
協
会
の
指
導
体
制
を
強
化

し
、
多
様
な
担
い
手
に
よ
る
森

づ
く
り
を
推
進
す
る
。

• 

企
業
・
団
体
等
の
年
間
活
動

計
画
等
の
策
定
に
係
る
技
術

者
派
遣
、
研
修
会
の
開
催

 

１
、５
２
５
千
円

⑸
森
林
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
普
及
啓
発

　

森
の
大
切
さ
や
森
林
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
広
く
県
民
の
理
解
と
関
心

を
高
め
る
た
め
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
を
開
催
す
る
と

と
も
に
森
林
環
境
学
習
を
進
め
る
。

•「
ひ
ょ
う
ご
森
の
ま
つ
り
」
の
開
催 

１
、５
０
０
千
円

•
緑
の
少
年
団
育
成
事
業 

４
９
９
千
円

•
三
木
山
森
林
公
園
管
理
運
営
費
事
業

 

１
０
０
、７
３
０
千
円

•
ふ
る
さ
と
の
森
公
園
管
理
運
営
事
業
（
６
公
園
）

 

１
７
５
、０
３
４
千
円

２
．
県
有
環
境
林
の
管
理

　

乱
開
発
の
抑
制
等
に
貢
献
し
て
き
た
先
行
取
得
用
地
等
に
つ
い

て
、
森
林
の
公
益
的
機
能
に
着
目
し
、
県
有
環
境
林
と
し
て
適
切

な
管
理
を
行
う
。

•
県
有
環
境
林
管
理
事
業 

６
、３
２
４
千
円

３
．
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
・
第
２
期
対
策
の
推
進

　

森
林
の
防
災
面
で
の
機
能
強
化
を
早
期
・
確
実
に
進
め
る
た
め
、 ひょうご森のまつり2012（神河町）

木のコースターづくり
（やしろの森公園・加東市）

緊急防災林整備（多可町）

野生動物育成林整備（佐用町）

第34号 （4）兵庫の治山・林道と森林整備

作業道開設と搬出間伐箇所（丹波市）

企業の森づくり活動
（チュチュアンナの森・川西市）

森林ボランティアリーダー養成講座
（多可町）



平
成
23
年
度
か
ら
５
年
間
延
長
さ
れ
た
「
県
民
緑
税
」
を
活
用
し

て
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
平
成
24

年
度
か
ら
は
、
国
の
公
共
造
林
事
業
等
を
活
用
し
た
「
広
葉
樹
林

化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
」
を
推
進
し
て
い
る
。

⑴
県
民
緑
税
充
当
事
業
・
第
２
期
対
策
（
Ｈ
23
〜
27
年
度
）

•
緊
急
防
災
林
整
備

﹇
斜
面
対
策
：
１
、１
２
０
ha
、
渓
流
対
策
：
調
査
45
箇
所
、

森
林
整
備
35
箇
所
﹈  

８
７
６
、９
７
０
千
円

•
里
山
防
災
林
整
備

﹇
基
本
計
画
調
査
３
０
０
ha
、
整
備
３
０
０
ha
﹈

 

４
３
０
、７
０
０
千
円

•
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混
交
林
整
備

﹇
計
画
調
査
設
計
２
０
０
ha
、
作
業
道
開
設
２
０
０
ha
、

広
葉
樹
植
栽
２
０
０
ha
﹈ 

２
５
４
、０
０
０
千
円

•
野
生
動
物
育
成
林
整
備

﹇
基
本
計
画
調
査
４
０
０
ha
、
森
林
整
備
３
７
０
ha
﹈

 

２
９
１
、０
９
０
千
円

•
住
民
参
画
型
森
林
整
備

　
﹇
森
林
整
備

ha
﹈ 

２
８
、０
５
０
千
円

⑵
公
共
造
林
事
業
等
活
用
事
業
（
Ｈ
24
〜
33
年
度
）

　

奥
地
林
な
ど
収
益
性
が
低
く
伐
採
の
進
ま
な
い
高
齢
人
工

林
に
つ
い
て
、
群
状
伐
採
し
跡
地
に
広
葉
樹
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
混
交
林
化
を
図
り
、
山
地
災
害
防
止
や
野
生
動
物

の
生
息
環
境
保
全
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
を
高
度
に
発
揮

す
る
多
様
な
森
林
、
将
来
的
に
は
広
葉
樹
林
へ
誘
導
す
る
。

•
広
葉
樹
林
化
促
進
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

﹇
更
新
伐
１
０
０
ha
、
作
業
道
開
設
10
㎞
﹈

 

９
、８
１
４
千
円

※ 

国
公
共
造
林
事
業
に
よ
る
更
新
伐
、
広
葉
樹
植
栽
、
作

業
道
開
設
等
の
補
助
残
額
を
県
・
市
町
が
連
携
し
公
的

負
担

４
．
森
林
の
保
全
・
管
理

⑴
保
安
林
の
指
導
等

　

山
地
災
害
危
険
地
区
な
ど
の
保
安
林
指
定
を
進
め
る
と
と

も
に
、
機
能
低
位
に
あ
る
保
安
林
の
森
林
施
業
の
確
保
、
森

林
巡
視
等
に
よ
る
保
安
林
管
理
体
制
の
整
備
等
を
通
じ
て
、

保
安
林
の
適
正
な
管
理
、
保
全
を
図
る
。

•
保
安
林
等
整
備
管
理
費 

１
３
、４
８
３
千
円

⑵
無
秩
序
な
開
発
行
為
の
規
制

　

森
林
が
持
つ
公
益
的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
森
林

計
画
対
象
森
林
に
お
け
る
、
無
秩
序
な
開
発
行
為
を
規
制
し
、

森
林
の
適
正
な
利
用
を
図
る
。

•
林
地
開
発
許
可
制
度
実
施
費 

１
、８
０
６
千
円

⑶
森
林
の
保
全

　

保
安
林
及
び
林
野
火
災
の
危
険
性
の
高
い
森
林
に
つ
い
て
、

無
許
可
伐
採
や
違
反
行
為
の
早
期
発
見
、
林
野
火
災
の
予
防
、

森
づ
く
り
活
動
の
指
導
な
ど
を
目
的
と
し
て
「
森
づ
く
り
指

導
巡
視
事
務
嘱
託
員
」
を
配
置
し
、
森
林
の
保
全
管
理
を
図

る
。

　

ま
た
、
森
林
経
営
基
盤
を
支
え
持
続
可
能
な
経
営
を
確
保

す
る
た
め
、
林
野
火
災
や
干
害
等
の
気
象
災
害
を
補
填
す
る

森
林
国
営
保
険
の
加
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
林
野
火
災

等
自
然
災
害
の
予
防
の
啓
発
を
行
う
。

•
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
指
導
巡
視
事
業 

８
、０
０
０
千
円

•
森
林
国
営
保
険
事
務
取
扱
費 

３
、６
６
６
千
円

•
森
林
災
害
予
防
啓
発
普
及
事
業 

８
０
０
千
円

５
．
森
林
病
害
虫
被
害
対
策

⑴
松
く
い
虫
被
害
対
策

① 

保
安
林
等
の
公
益
的
機
能
の
高
い
松
林
や
地
域
経
済
上
重

要
な
松
林
を
防
除
区
域
と

定
め
、
特
別
防
除
、
地
上

散
布
、
樹
幹
注
入
等
の
予

防
対
策
と
、
伐
倒
駆
除
や

造
林
事
業
（
衛
生
伐
）
の

駆
除
対
策
を
組
み
合
わ
せ

て
、
松
林
機
能
の
保
全
を

図
る
。
ま
た
、
被
害
を
受

け
に
く
い
松
林
を
造
成
す

る
た
め
、
抵
抗
性
マ
ツ

『
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
』
10

万
本
植
栽
事
業
（
24
〜
28
年
度
）
を
継
続
実
施
す
る
。

② 

環
境
へ
配
慮
し
た
防
除
を
推
進
す
る
た
め
、
駆
除
対
策
に

つ
い
て
は
特
別
伐
倒
駆
除
及
び
天
敵
利
用
型
伐
倒
駆
除
の

実
施
拡
大
を
行
う
。

○ 

特
別
伐
倒
駆
除
：
農
薬
の
軽
減
及
び
被
害
木
の
再
利
用

を
図
る
た
め
、
被
害
木
が
搬
出
可
能
な
高
度
公
益
機
能

森
林
に
お
い
て
実
施
す
る
。

○ 

天
敵
利
用
型
伐
倒
駆
除
：
農
薬
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

被
害
木
が
集
積
可
能
な
高
度
公
益
機
能
森
林
で
実
施
す

る
。

③ 

景
観
の
保
全
が
必
要
な
箇
所
に
お
い
て
過
年
度
枯
れ
被
害

木
を
伐
倒
処
理
す
る
。

•
予
防
対
策
（
特
別
防
除
、
地
上
散
布
、
樹
幹
注
入
）

 

４
７
、７
４
９
千
円

• 

駆
除
対
策
（
伐
倒
駆
除
、
特
別
伐
倒
駆
除
、
天
敵
利
用
型

伐
倒
駆
除
） 

４
７
、０
７
４
千
円

•
ひ
ょ
う
ご
元
気
松
10
万
本
植
栽
事
業 

１
、０
０
０
千
円

•
県
単
独
松
く
い
虫
被
害
等
景
観
対
策
事
業

 

２
、２
６
６
千
円

⑵
ナ
ラ
枯
れ
対
策

　

被
害
が
拡
大
し
て
い
る
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る

ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た

め
、
被
害
先
端
市
町
に
お
い
て
重
点
的
な
防
除
に
努
め
る
と

と
も
に
、
保
安
林
等
公
益
的
機
能
の
高
い
森
林
で
防
除
を
実

施
し
、
森
林
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
。

•
そ
の
他
法
定
病
害
虫
駆
除
事
業
（
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
）

 

６
、９
０
４
千
円

（
伐
倒
駆
除
（
く
ん
蒸
）、
噴
霧
剤
処
理
（
粘
着
剤
散
布
）、

樹
幹
注
入
、
粘
着
シ
ー
ト
）

６
．
里
山
森
づ
く
り
地
域
支
援
事
業
（
緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出

事
業
）（
森
づ
く
り
担
い
手
支
援
事
業
（
Ｈ
24
ま
で
）
の
組
み

替
え
新
規
）

　

緊
急
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
失
業
者
を
雇
用
し
、
既
存
の
公

的
事
業
で
は
手
の
行
き
届
か
な
い
箇
所
に
お
い
て
森
林
整
備
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
元
要
望
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
環
境
と
景

観
の
保
全
を
図
る
こ
と
で
美
し
い
兵
庫
の
森
の
創
出
に
寄
与
す
る
。

•
里
山
森
づ
く
り
地
域
支
援
事
業 

８
５
、５
６
０
千
円

平
成
25
年
度

豊
か
な
森
づ
く
り
課　

主
な
事
業 

当
初
予
算
額

１
０
、４
１
３
、５
４
０
千
円
（
対
前
年
度
比
１
０
８
％
）

ひょうご元気松の植栽（神戸市垂水区）

（5） 平成25年6月30日



平
成
25
年
度

　

治
山
課 

予
算
の
概
要

　

平
成
25
年
度
は
、
治
山
課
予
算
と
し
て
69
億
４
、３
２

２
万
円
を
計
上
し
、
山
地
防
災
を
図
る
治
山
対
策
、
森
林

の
管
理
や
林
業
生
産
活
動
の
活
性
化
を
図
る
林
道
整
備
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

1
．
治
山
事
業
の
推
進

 

予
算
額　

㉕　
　
　

４
、８
４
７
、６
４
５
千
円

 

㉔
補
正　

３
、９
５
７
、１
２
３
千
円

　

平
成
21
年
の
台
風
に
よ
る
風
水
害
を
は
じ
め
、
平
成
23

年
９
月
の
２
度
に
わ
た
る
台
風
襲
来
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
な
い
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
治
山
事
業
で
は
、
ひ
ょ
う

ご
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
の
施
策
「
災
害
に
強
い

農
山
村
づ
く
り
」
に
向
け
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら

県
民
の
生
命
財
産
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
平
成
24
年
度
補
正

予
算
と
あ
わ
せ
、「
山
地
防
災･

土
砂
災
害
対
策
緊
急
５
箇

⑴ 

山
地
防
災
・
土
砂
災
害
対
策
緊
急
５
箇
年
計
画
の
早

期
達
成

　

流
木
発
生
の
危
険
性
の
高
い
渓
流
等
を
対
象
に
、

90
基
の
治
山
ダ
ム
を
設
置
し
、
全
体
計
画
の
最
終
年

次
と
し
て
６
７
４
基
の
整
備
完
了
を
図
り
ま
す
。

⑵
既
設
治
山
施
設
の
点
検
調
査
の
実
施

　

治
山
ダ
ム
上
流
の
堆
砂
状
況
や
工
作
物
の
破
損
・

腐
食
状
況
な
ど
、
既
設
治
山
施
設
の
点
検
調
査
を
実

施
し
、
施
設
の
健
全
度
の
確
保
に
向
け
機
能
強
化
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

⑶
減
災
対
策

　

山
地
災
害
危
険
地
区
の
周
知
徹
底
、
防
災
教
室
の

開
催
、
集
落
裏
山
の
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
支
援
な
ど
、

地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
減
災
対
策
を
図
り
ま
す
。

年
計
画
」
の
早
期
達
成
に
向
け
、
治
山
ダ
ム
等
の
整
備
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
県
民
の
的
確
な
避
難
行
動
に
役
立

つ
危
険
情
報
の
提
供
や
防
災
知
識
の
普
及
啓
発
を
進
め
、

県
民
の
防
災
意
識
の
喚
起
と
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

豊かなむらを災害から守る月間ポスター

Ⅱ　流木・土砂流出防止対策（姫路市）

Ⅳ　人家保全対策（宍粟市）

Ⅳ　人家保全対策（加古川市）

Ⅰ　台風９号災害復旧渓流対策（朝来市）

第34号 （6）兵庫の治山・林道と森林整備

山地防災・土砂災害対策緊急5箇年計画の実施状況
計　画　区　分 21～24年度 25年度 合計

治山ダムの重点整備 584 90 674
Ⅰ　台風9号被災渓流対策 138 138
Ⅱ　流木・土砂流出防止対策 124 12 136
Ⅳ　人家保全対策 322 78 400



２
．
林
道
整
備
の
推
進

 

予
算
額　

㉕　
　

 
１
、４
３
５
、１
５
３
千
円

 

㉔
補
正　
　

２
５
２
、３
５
０
千
円

　

成
熟
化
し
た
人
工
林
が
広
く
分
布
す
る
但
馬
・
播
磨
地

域
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
の
施
策
「
資
源
循
環

型
林
業
の
構
築
」
に
向
け
、「
ひ
ょ
う
ご
林
内
路
網
１
、０

０
０
㎞
整
備
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
森
林
基
幹
道
、
過
疎

代
行
林
道
の
６
路
線
を
重
点
的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

森
林
基
幹
道
沿
線
に
お
い
て
、
作
業
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
林

道
、
木
材
の
集
積
作
業
土
場
の
設
置
な
ど
の
路
網
拠
点
を

整
備
し
、
県
産
木
材
の
安
定
供
給
を
促
進
し
ま
す
。

⑴
県
営
林
道
の
開
設
・
改
良

　

林
内
路
網
の
骨
格
と
な
る
森
林
基
幹
道
及
び
過
疎

代
行
林
道
に
つ
い
て
、
コ
ス
ト
縮
減
工
法
の
採
用
、

環
境
保
全
に
配
慮
し
た
開
設
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
車
両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、

林
道
の
巡
視
、
安
全
点
検
、
路
面
の
舗
装
、
法
面
の

改
良
工
事
等
の
維
持
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

⑵
路
網
拠
点
の
整
備

　

森
林
基
幹
道
沿
線
に
お
い
て
、
作
業
道
へ
の
ア
ク

セ
ス
林
道
、
木
材
の
集
積
作
業
土
場
を
設
置
し
、
低

コ
ス
ト
原
木
供
給
団
地
の
設
定
を
支
援
し
ま
す
。

３
．
里
山
防
災
林
整
備
（
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
）

 

予
算
額　

４
３
０
、
７
０
０
千
円

　

集
落
裏
山
に
あ
る
里
山
林
の
山
地
防
災
機
能
向
上
の
た

め
、
危
険
木
除
去
等
の
森
林
整
備
や
丸
太
柵
工
等
の
簡
易

防
災
施
設
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

25
年
度
計
画　

継
続
20
箇
所
、
新
規
20
箇
所

　

実
施
内
容　

基
本
計
画
調
査
、
整
備
造
成

４
．
荒
廃
渓
流
等
調
査
事
業

 

予
算
額　

１
２
，
７
６
８
千
円

　

緊
急
雇
用
就
業
機
会
創
出
事
業
に
よ
り
、
山
地
災
害
危

険
地
区
渓
流
等
の
荒
廃
状
況
を
調
査
す
る
ほ
か
、
県
民
の

山
地
防
災
・
減
災
に
関
す
る
知
識
を
高
め
る
た
め
の
普
及

啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

平
成
25
年
度　

治
山
課
当
初
予
算
額

25
当
初　
　

６
、９
４
３
、２
１
６
千
円

（
対
前
年
度
比
85
・５
％
）

24
補
正　
　

４
、２
０
９
、４
７
３
千
円

合
計　
　

１
１
、１
５
２
、６
８
９
千
円

（
対
前
年
度
比
１
３
７・３
％
）

※
災
害
復
旧
事
業　

２
１
６
、９
５
０
千
円
を
含
む

波形線形によるコスト縮減（池ノ尾線）

簡易防災施設（多可町） 集積作業土場の整備（峰山線）

林道の開設（粟鹿山線）

集落裏山の森林の整備（福崎町） 路網拠点の整備（須留ヶ峰線）

治山事業施行地での減災活動（西宮市）

土石流模型実験装置による減災活動
（神河町）

（7） 平成25年6月30日



野
生
動
物
対
策
の
推
進

　
「
人
」
と
「
野
生
動
物
」
と
「
森
林
等
自
然
環
境
」
の

豊
か
な
共
存
を
め
ざ
し
、
野
生
動
物
の
生
息
地
管
理
、
個

体
数
管
理
、
被
害
管
理
を
総
合
的
・
計
画
的
か
つ
科
学
的

に
進
め
る
〝
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〞
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
狩
猟
の
適
正
化
を
図
る
。

１
．
新
規
施
策

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
獣
害 

５
９
、８
０
０
千
円

　

わ
な
に
よ
る
効
率
的
な
捕
獲
方
法
の
開
発･
普
及
に
よ

り
、
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
分
布
拡
大
を
阻
止
す
る
。

カ
ワ
ウ
等
繁
殖
抑
制
モ
デ
ル
事
業 

３
、２
０
６
千
円

　

関
西
広
域
連
合
で
策
定
し
た
「
関
西
地
域
カ
ワ
ウ
広
域

保
護
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
生
息
・
被
害
調
査
、
対
策

の
検
証
を
行
う
。
ま
た
、
県
独
自
対
策
と
し
て
擬
卵
置
換

等
に
よ
る
繁
殖
抑
制
と
検
証
に
着
手
す
る
。

２
．
シ
カ
対
策
の
推
進

　

農
林
業
被
害
の
軽
減
と
被
害
地
域
拡
大
の
防
止
を
図
る

た
め
、
平
成
25
年
度
は
短
期
集
中
的
に
捕
獲
目
標
頭
数
を

３
万
５
千
頭
と
し
、
鳥
獣
被
害
防
止
特
別
措
置
法
等
に
基

づ
く
特
別
交
付
税
措
置
を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
、
捕
獲
及

び
防
護
柵
設
置
の
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
シ
カ
肉
等

の
資
源
活
用
の
促
進
を
進
め
る
。

•
シ
カ
個
体
群
管
理
事
業【
拡
充
】 

４
３
、８
０
３
千
円

•
シ
カ
緊
急
捕
獲
拡
大
事
業 

１
１
３
、０
０
０
千
円

•
シ
カ
捕
獲
専
任
班
支
援
事
業 

４
３
、５
０
０
千
円

•
シ
カ
大
量
捕
獲
わ
な
促
進
事
業 

１
２
０
千
円

•
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

 

４
３
０
、０
０
２
千
円

•
野
生
動
物
防
護
柵
集
落
連
携
設
置
事
業

 

５
、０
０
０
千
円

•
シ
カ
焼
却
処
分
支
援
事
業 

６
０
０
千
円

•
シ
カ
肉
利
用
促
進
支
援
事
業 

６
０
０
千
円

•
シ
カ
肉
需
要
拡
大
対
策
事
業 

１
、６
０
０
千
円

•
シ
カ
肉
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
普
及
事
業 

４
６
４
千
円

•
シ
カ
肉
加
工
流
通
支
援
事
業 

６
０
千
円

３
．
そ
の
他
の
鳥
獣
対
策
の
推
進

　
「
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
、
生
息
数
の

安
定
維
持
を
目
指
し
た
個
体
数
管
理
、
被
害
管
理
、
生
息

地
管
理
等
を
進
め
る
。

•
野
生
動
物
捕
獲
用
わ
な
緊
急
整
備
事
業

 

２
、０
０
０
千
円

•
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
総
合
対
策
事
業

 

１
、８
８
７
千
円

•
サ
ル
出
没
総
合
対
策
事
業 

９
、９
８
０
千
円

•
特
定
外
来
生
物
被
害
対
策
事
業 

２
１
、０
０
０
千
円

４
．
狩
猟
後
継
者
の
確
保
・
育
成

　

狩
猟
者
の
高
齢
化
や
減

少
が
進
ん
で
い
る
中
、
野

生
動
物
の
個
体
数
管
理
を

行
う
重
要
な
担
い
手
で
あ

る
狩
猟
者
を
確
保
す
る
た

め
、
狩
猟
の
公
益
性
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
狩
猟

講
習
会
の
開
催
や
狩
猟
体

験
会
の
実
施
な
ど
に
よ
り

狩
猟
後
継
者
の
育
成
を
進
め
る
。

•
狩
猟
技
能
向
上
促
進
事
業 

１
、２
２
５
千
円

•
狩
猟
後
継
者
確
保
育
成
事
業
費
【
拡
充
】

 

１
、０
２
８
千
円

•
狩
猟
免
許
試
験
及
び
狩
猟
者
登
録
事
務
費

 

４
、１
０
９
千
円

•
狩
猟
事
務
嘱
託
員
設
置
費 

７
、６
７
７
千
円

平
成
25
年
度

　

自
然
環
境
課 

予
算
の
概
要

平
成
25
年
度

自
然
環
境
課
関
係
予
算
当
初
予
算
額

８
６
１
、９
０
２
千
円
（
対
前
年
度
比
93
・
５
％
）

箱わなによるシカの捕獲

アライグマ捕獲指導

【シカ肉のけんちん汁試食】
（ちゃぐりんフェスタ2012
：JA兵庫西 佐用支店）

【シカ肉料理販売】
（森のまつり2012：峰山高原（神河町）

シューティングシミュレーターによる
銃猟体験会

第34号 （8）兵庫の治山・林道と森林整備



森
林
基
幹
道
等
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

１
．
は
じ
め
に

　

林
内
路
網
の
骨
格
と
な
る
森
林
基
幹
道
や
過
疎
代
行
林

道
は
、
森
林
整
備
の
促
進
や
木
材
搬
出
の
ア
ク
セ
ス
道
を

は
じ
め
、
山
村
地
域
の
生
活
基
盤
施
設
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
３
月
に
、「
千
町

・
段
ヶ
峰
線（
別
途
参
照
）」
が
開
通
し
、
平
成
25
年
中
に

は
「
池
の
尾
線
」
が
開
通
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り

全
体
計
画
22
路
線
・
総
延
長
３
９
８
㎞
の
う
ち
、
17
路
線

・
２
９
５
㎞
が
全
線
開
通
（
約
75
％
の
進
捗
）
し
ま
す
。

今
後
は
「
つ
く
る
」
か
ら
「
つ
か
う
」
そ
し
て
、
資
源
循

環
型
林
業
を
支
え
る
基
盤
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
路
網
拠
点
整
備
の
促
進

⑴
整
備
状
況

　

森
林
基
幹
道
を
よ
り
効
果
的
に「
つ
か
う
」た
め
の

施
策
と
し
て
、
基
幹
道
沿
線
に
お
い
て
、
林
内
へ
の

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
短
距
離
支
線
林
道
や
木

材
の
集
積
作
業
土
場
を
設
置
す
る
「
路
網
拠
点
林
道

整
備
事
業
」
を
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
末
現
在
で
は
、
全
体
計
画
37
箇
所
の

う
ち
、
25
箇
所
が
完
了
し
、
高
性
能
林
業
機
械
等
の

活
用
に
よ
る
伐
採
搬
出
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に

「
峰
山
線
」
で
は
、
10
箇
所
の
路
網
拠
点
を
整
備
し
、

平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
の
５
箇
年
で
約
１
４
０
ha

の
間
伐
と
約
19
千
㎥
の
原
木
を
搬
出
し
ま
し
た
。

⑵
今
後
の
取
組
方
針

　

県
下
で
、
年
間
約
２
５
６
千
㎥
の
原
木
を
安
定
的

か
つ
継
続
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
と
ま

っ
た
伐
採
が
可
能
な
30
〜
50 

ha
程
度
規
模
の
森
林
団

地
で
の
密
接
な
ア
ク
セ
ス
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
で
は
、
平

成
32
年
ま
で
に
低
コ
ス
ト
原
木
供
給
団
地
２
２
５
団

地（
現
設
定
は
１
３
２
団
地
）の
設
定
を
目
指
し
て
お

り
、
今
後
は
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
森
林
基
幹
道
周
辺
の
森
林
所
有
者
と
の

座
談
会
等
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
効

率
的
な
路
網
拠
点
の
候
補
選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
．
全
線
開
通
し
た
過
疎
代
行
林
道
の
利
用
事
例

　

新
温
泉
町
を
縦
貫
す
る
「
仏
ノ
尾
線
」
は
、
平
成
18
年

に
開
通
し
、
７
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。
開
設
を
契
機
に
、

森
林
所
有
者
、
森
林
組
合
、
町
職
員
に
よ
る
検
討
会
が
開

催
さ
れ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
や
プ
ロ
セ
ッ
サ
等
の
高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
、
待
避
所
や
車
回
し
の
設
定
等
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
用
区
域
内
で
、
森
林
整
備
が

延
べ
約
３
４
０
ha
、
作
業
道
が
約
６
・
２
㎞
開
設
さ
れ
、

林
内
路
網
密
度
が
約
7
ｍ
／
ha
か
ら
約
29
ｍ
／
ha
へ
上
昇

し
ま
し
た
。
ロ
ン
グ
リ
ー
チ
グ
ラ
ッ
プ
ル
等
の
導
入
で
高

性
能
林
業
機
械
の
保
有
数
も
７
台
と
な
り
、
車
両
系
作
業

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
素
材
生
産
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

４
．
お
わ
り
に

　

民
有
林
人
工
林
の
蓄
積
量
は
林
道
建
設
が
始
ま
っ
た
昭

和
45
年
約
１
、１
０
０
万
㎥
だ
っ
た
も
の
が
平
成
23
年
に

は
約
７
、６
０
０
万
㎥
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
路
網
拠
点
林
道
整
備
事
業
は
、
車
両
系
シ
ス
テ

ム
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
が
、
森
林
基
幹
道
は
、
尾
根
部

に
近
い
と
こ
ろ
に
開
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
は
急
傾
斜
地
域
に
対
応
し
た
架
線
系
シ
ス
テ
ム
の
導
入

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
は
、
架
線
系
シ
ス
テ
ム

で
木
材
搬
出
を
し
て
い
る
素
材
生
産
者
等
と
も
協
議
を
進

め
な
が
ら
、
路
網
拠
点
林
道
整
備
事
業
の
拡
充
を
は
じ
め
、

林
業
専
用
道
等
と
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
拠
点
整
備
の

あ
り
方
を
検
討
し
、
よ
り
一
層
、
林
道
を
「
つ
く
る
」
か

ら
「
つ
か
う
」
へ
の
基
盤
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

高性能林業機械（ロングリーチグラップル）

仏ノ尾線での検討会

路網拠点林道整備事業（峰山線）
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森
林
基
幹
道「
千
町
・
段
ヶ
峰
線
」開
通
を
迎
え

１
．
は
じ
め
に

　

県
営
林
道
と
し
て
、
平
成
４
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て

き
た
森
林
基
幹
道
「
千
町
・
段
ヶ
峰
線
」
が
、
平
成
25
年

３
月
末
に
開
通
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て
本
年
８
月
30
日

（
予
定
）
に
開
通
記
念
碑
除
幕
式
を
迎
え
ま
す
の
で
、
概

要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

２
．
森
林
基
幹
道
「
千
町
・
段
ヶ
峰
線
」
の
概
要

　

森
林
基
幹
道
「
千
町
・
段
ヶ
峰
線
」
は
、
神
崎
郡
神
河

町
川
上
の
県
道
一
宮
生
野
線
を
起
点
と
し
、
千
町
ヶ
峰
の

南
東
側
、
段
ヶ
峰
の
西
側
、
笠
杉
山
の
南
西
側
を
経
由
し
、

宍
粟
市
一
宮
町
黒
原
の
国
道
４
２
９
号
線
を
終
点
と
す
る

林
道
で
、
延
長
１
７
、０
５
１
ｍ
、
幅
員
５
ｍ
、
利
用
区

域
面
積
２
、２
８
１
ha
、
事
業
期
間
平
成
４
〜
23
年
度
、

事
業
費
38
億
円
で
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
千
町
・
段
ヶ
峰
線
」
は
、
播
磨
と
南
但
馬
を

結
ぶ
播
但
森
林
基
幹
林
道
４
路
線
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
峰
山
線
（
平
成
３
年
度
開
通
）、
雪
彦
・
峰

山
線
（
平
成
８
年
度
開
通
）、
須
留
ヶ
峰
線
（
工
事
中
）

と
と
も
に
周
辺
に
広
が
る
森
林
を
整
備
す
る
骨
格
的
な
林

道
と
し
て
開
設
さ
れ
、
効
率
的
な
森
林
施
業
に
必
要
な
支

線
林
道
や
作
業
道
等
の
路
網
の
基
礎
を
担
っ
て
い
ま
す
。

３
．
林
道
開
設
の
目
的
と
効
果

　

本
県
で
は
、
人
工
林
の
成
熟
化
が
進
む
中
で
、「
伐
採
、

植
栽
、
保
育
の
林
業
生
産
サ
イ
ク
ル
」
が
円
滑
に
循
環
し
、

森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
「
資
源
循

環
型
林
業
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
推
進
方
策
の
一
環
と
し
て
原
木
供
給
体
制
の
整
備

の
た
め
、
低
コ
ス
ト
原
木
供
給
団
地
の
拡
大
と
森
林
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
等
の
担
い
手
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
効

率
的
な
原
木
生
産
体
制
の
強
化
の
た
め
の
高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
と
効
率
的
な
伐
採
搬
出
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た

め
、「
ひ
ょ
う
ご
林
内
路
網
１
、０
０
０
㎞
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
く
集
中
的
な
林
内
路
網
整
備
と
市
場
等
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
と
し
て
の
森
林
基
幹
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
沿
線
の
ほ
と
ん
ど
の
森
林
が
水
源
か
ん
養

保
安
林
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
千
町
・
段
ヶ
峰
線
」
を
利
用

し
た
下
刈
や
間
伐
等
の
森
林
整
備
は
、
木
材
生
産
の
み
な

ら
ず
水
源
林
と
し
て
の
機
能
向
上
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
林
道
周
辺
に
は
、
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
人
が
訪

れ
る
関
西
の
風
景
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
た
福
知
渓
谷
や

西
日
本
有
数
の
ス
ス
キ
の
大
草
原
が
広
が
る
砥
峰
高
原
、

県
下
で
最
大
規
模
の
岩
塊
流
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
豊
か
な

自
然
は
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
資
源
と
し
て
の
活
用
も
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

路網拠点整備

須留ヶ峰線

千町・段ヶ峰線

峰山線

雪彦・峰山線

国道429号線

県道一宮生野線

神河町

朝来市

養父市

宍粟市

播但森林基幹道位置図
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４
．
林
道
工
事
に
つ
い
て

　

自
然
豊
か
な
森
林
地
帯
で
工
事
を
行
う
た
め
、「
千
町
・

段
ヶ
峰
線
」
に
お
い
て
も
イ
ヌ
ワ
シ
等
希
少
生
物
の
生
息

環
境
保
全
等
の
た
め
ル
ー
ト
変
更
の
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

と
り
わ
け
宍
粟
市
一
宮
町
千
町
に
お
い
て
は
周
氷
河
期
の

地
形
で
あ
る
岩
塊
流
が
あ
り
、
こ
れ
を
通
過
す
る
に
当
た

り
、
有
識
者
や
宍
粟
市
、
県
に
よ
る
「
千
町
・
段
ヶ
峰
線

岩
塊
流
保
全
対
策
会
議
」
を
開
催
し
検
討
し
ま
し
た
。
結

果
、
通
過
地
点
を
岩
塊
流
へ
の
影
響
が
最
も
少
な
く
な
る

よ
う
岩
塊
流
の
幅
が
最
も
狭
く
な
る
箇
所
に
変
更
し
、
さ

ら
に
橋
梁
に
よ
り
岩
塊
流
の
上
を
通
過
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。
橋
梁
は
、
平
成
21
年
に
完
成
し
、「
ど
う
ど

う
橋
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
岩
塊
流
の
下

層
を
流
れ
る
水
の
音
が
「
ど
う
ど
う
」
と
聞
こ
え
て
く
る

こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

　

岩
塊
流
の
周
辺
は
、
地
元
宍
粟
市
を
中
心
と
し
た
「
岩

塊
流
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
検
討
会
」
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
整
備
を
進
め
、

そ
の
一
環
と
し
て
平
成
23

年
度
か
ら
県
民
局
「
地
域

夢
推
進
費
」
を
活
用
し
て
、

岩
塊
流
の
観
察
の
た
め
ウ

ッ
ド
デ
ッ
キ
や
観
察
路
等

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

どうどう橋 岩塊流

林道を利用したサイクリング 林道を利用したハイキング

岩塊流

起点：神崎郡神河町川上

終点：宍粟市一宮町黒原

笠杉山

段ヶ峰

千町ヶ峰

森林基幹道「千町・段ヶ峰線」位置図
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が
ん
ば
ろ
う
宮
城
! 

気
仙
沼
・
南
三
陸
便
り

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
に
甚
大

な
津
波
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
私
は
こ
の
度
、
震
災
復

興
の
た
め
の
派
遣
職
員
と
し
て
平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り

１
年
間
宮
城
県
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
農
林
振
興
部
に

勤
務
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務

所
は
気
仙
沼
市
（
東
北
最
大
の
有
人
島
で
あ
る
気
仙
沼
大

島
を
含
む
）
と
南
三
陸
町
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

気
仙
沼
市
は
宮
城
県
の
太
平
側
の
北
東
端
に
位
置
し
、

岩
手
県
と
隣
接
し
て
お
り
、
沿
岸
部
は
美
し
い
リ
ア
ス
式

海
岸
の
絶
景
が
続
い
て
い
ま
す
。
気
仙
沼
漁
港
は
沖
合
・

遠
洋
漁
業
の
基
地
と
し
て
栄
え
て
お
り
カ
ツ
オ
、
サ
メ
類
、

サ
ン
マ
等
日
本
屈
指
の
水
揚
げ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
カ
ヒ
レ
の
生
産
量
日
本
一
と
し
て
も
有
名
で
す
。

２
．
被
災
地
の
状
況

　

管
内
で
は
最
大
22
ｍ
の
高
さ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
、
海

岸
部
の
住
宅
、
港
湾
施
設
、
水
産
加
工
施
設
、
道
路
、
鉄

道
等
が
破
壊
さ
れ
、
辺
り
一
面
瓦
礫
の
海
と
な
り
ま
し
た
。

気
仙
沼
湾
で
は
大
型
の
重
油
タ
ン
ク
が
津
波
で
破
壊
さ
れ

流
出
し
た
大
量
の
重
油
に
よ
り
火
災
が
発
生
し
、
気
仙
沼

大
島
に
燃
え
移
っ
た
た
め
大
規
模
な
山
火
事
と
な
り
ま
し

た
。
南
三
陸
町
で
は
町
の
中
心
部
の
主
要
施
設
が
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
、
町
の
防
災
庁
舎
で
職
員
が
最
後
ま
で
避

難
の
呼
び
か
け
を
放
送
し
て
亡
く
な
っ
た
他
、
多
く
の
職

員
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
被
害
が
大
き
か
っ
た

地
区
は
建
物
の
基
礎
の
み
を
残
し
た
状
態
で
見
渡
す
限
り

更
地
と
な
っ
て
い
る
中
に
解
体
さ
れ
ず
に
残
っ
た
廃
墟
が

被
災
当
時
の
津
波
の
威
力
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
瓦
礫
の
撤
去
は
完
了
し
、
国
道
は
復
旧
し
て
い
ま

す
が
、
鉄
道
が
未
復
旧
で
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
代
替
バ
ス
）
の
運
行

で
あ
っ
た
り
、
買
い
物
は
町
外
に
出
か
け
る
必
要
が
あ
る

等
、
不
便
な
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

３
．
派
遣
先
で
の
業
務

　

派
遣
先
で
は
、
私
の
ほ
か
に
三
重
県
の
職
員
１
名
が
派

遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
業
務
は
、
保
安
林
内
で
津
波
に

よ
り
破
壊
さ
れ
た
海
岸
防
潮
堤
復
旧
工
事
の
設
計
積
算
や

工
事
監
督
な
ど
、
全
て
海
岸
部
で
の
工
事
で
す
。
兵
庫
県

で
は
山
の
中
で
の
治
山
ダ
ム
や
地
す
べ
り
等
防
止
工
事
の

み
で
し
た
の
で
、
初
め
て
経
験
す
る
業
務
と
な
り
ま
す
。

４
．
宮
城
県
に
お
け
る
防
潮
堤
復
旧
方
針
に
つ
い
て

 

宮
城
県
で
の
防
潮
堤
復
旧
に
つ
い
て
は
、
原
形
復
旧
防

潮
堤
と
発
生
頻
度
の
高
い
津
波
に
対
す
る
「
レ
ベ
ル
１
津

波
対
応
の
防
潮
堤
（
以
下
「
Ｌ
１
防
潮
堤
」
と
い
う
）」

に
分
か
れ
ま
す
。

　

原
形
復
旧
防
潮
堤
は
、
背
後
が
崖
地
で
あ
る
等
重
要
保

全
対
象
が
無
い
箇
所
の
防
潮
堤
が
対
象
で
、
倒
壊
し
て
欠

損
し
た
部
分
の
新
設
を
行
い
、
同
時
に
地
盤
沈
下
に
よ
り

低
く
な
っ
た
部
分
を
沈
下
前
の
高
さ
ま
で
嵩
上
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

宮
城
県
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所　

農
林
振
興
部　

髙
寄　

誠

工事中の施設災害復旧箇所（南三陸町）

県の合同庁舎もプレハブです

南三陸町防災庁舎跡
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Ｌ
１
防
潮
堤
は
国
の
中
央
防
災
会
議
が
決
定
し
た
防
潮

堤
復
旧
基
本
方
針
を
基
に
、
過
去
の
津
波
高
と
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
数
十
年
か
ら
百
数
十
年
の
頻
度
で

発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
津
波
に
耐
え
ら
れ
る
高
さ
の
防

潮
堤
を
新
設
す
る
も
の
で
、
気
仙
沼
管
内
で
は
Ｔ
・
Ｐ

（
注
）＋
５
・
０
ｍ
〜
14
・
７
ｍ
の
高
さ
の
大
型
防
潮
堤
と
な

り
、
背
後
に
道
路
、
農
地
等
の
保
全
対
象
が
あ
る
箇
所
に

整
備
し
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
は
津
波
が
引
く

際
に
防
潮
堤
が
破
壊
さ
れ
て
多
く
が
海
側
に
倒
壊
し
た
こ

と
か
ら
、
Ｌ
１
防
潮
堤
の
基
本
構
造
は
「
粘
り
強
い
」
構

造
と
す
る
た
め
、
法
勾
配
１
：
２
・
０
で
天
端
幅
３
・
０
ｍ

以
上
の
堤
防
式
と
し
、
表
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
た
は
二

次
製
品
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
被
覆
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

防
潮
堤
整
備
後
に
陸
側
に
は
ク
ロ
マ
ツ
を
主
体
と
し
た
海

岸
防
災
林
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

（
注
）
Ｔ
・
Ｐ　

東
京
湾
平
均
海
面
（T

okyo Peil
の
略
）

５
．
事
業
の
進
捗
等

　

気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
管
内
で
は
海
岸
防
災
施
設
34

箇
所
で
防
潮
堤
の
倒
壊
や
海
岸
林
が
流
失
す
る
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
優
先
度
の
高
い
９
箇
所
（
原
形

復
旧
４
箇
所
、
Ｌ
１
対
応
５
箇
所
）
を
平
成
23
年
度
林
地

荒
廃
防
止
施
設
災
害
復
旧
事
業
で
復
旧
し
ま
す
。
ま
た
優

先
度
が
高
い
も
の
で
規
模
の
大
き
い
４
箇
所
（
全
て
Ｌ
１

対
応
）
は
特
定
民
有
林
直
轄
治
山
施
設
災
害
復
旧
事
業
で

東
北
森
林
管
理
局
が
復
旧
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
平
成
24
年
度
補
正
予
算
と
平
成
25
年
度
当
初
予

算
の
防
災
林
造
成
事
業
で
３
箇
所
対
応
し
ま
す
。

　

現
在
の
事
業
進
捗
で
す
が
、
原
形
復
旧
箇
所
に
つ
い
て

は
昨
年
度
か
ら
何
度
も
工
事
発
注
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
資
材
不
足
や
労
務
者
の
不
足
で
入
札

不
調
が
続
い
て
お
り
、
工
事
契
約
箇
所
は
５
月
末
で
１
箇

所
の
み
で
す
。
Ｌ
１
防
潮
堤
整
備
箇
所
に
つ
い
て
は
現
在

委
託
業
務
に
よ
る
詳
細
設
計
と
用
地
測
量
を
進
め
て
い
る

最
中
で
す
が
、「
防
潮
堤
が
必
要
な
の
は
理
解
で
き
る
が

高
さ
が
高
す
ぎ
る
」
と
い
う
意
見
が
地
元
か
ら
出
て
お
り
、

工
事
着
手
ま
で
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

６
．
お
わ
り
に

　

土
地
勘
の
無
い
、
大
災
害
被
災
地
で
、
初
め
て
の
業
務

に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
心
配
と
不
安

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
気
が
付
け
ば
、
あ
っ
と
い
う
間

に
２
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
１
年
間
と
い
う
短
い
派
遣
期

間
で
す
が
、
最
終
日
ま
で
精
一
杯
、
被
災
地
の
復
旧
復
興

に
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
「
第

２
の
ふ
る
さ
と
」
で
の
経
験
や
絆
を
、
兵
庫
の
防
災
力
へ

の
原
動
力
に
活
か
し
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、
被
災
地
も
少
し
ず
つ
で
す
が

に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
気
仙
沼
、
南
三

陸
は
自
然
豊
か
で
、
食
べ

る
も
の
も
お
い
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

被
災
地
の
復
興
の
た
め
、

宮
城
に
お
越
し
下
さ
い
。

原形復旧箇所（気仙沼市）

Ｌ1防潮堤整備箇所（南三陸町）
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キヌツヤミズクサハムシ
（兵庫県版RDB2012　Cランク）
通常は黄金色をしているが、♂に限り青色
や青黒い個体も出現する。スゲ類の葉や花
穂に多く、60頭以上が群れる花穂もあった。

フタコブルリハナカミキリ
上層に咲くミズキの花に飛来したものが、
クリンソウの上に下りてきたと思われる。
大型のハナカミキリで兵庫県では少ない。

クリンソウ
（兵庫県版RDB2010　Bランク）
シカの食害を受けないことから年々群落の
規模を拡大している。写真のほかにも数か
所大きな群落がある。

レンゲツツジ
湿地の縁に多く見られ、シカの不嗜好植物
であることから年々増加している。

は
じ
め
に

　

ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
と
い
う
ハ
ム
シ
科
の
甲
虫
が
い
ま
す
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
泥
炭
層
か
ら
出

土
す
る
昆
虫
化
石
の
大
半
は
ゴ
ミ
ム
シ
科
の
甲
虫
と
ネ
ク

イ
ハ
ム
シ
類
な
の
で
す
。
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
は
日
本
か
ら
23

種
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
２
、
３
の
種
を
除
い
て
す
べ

て
稀
少
種
で
す
。
そ
れ
は
生
息
地
が
限
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
り
、
生
息
地
に
行
け
ば
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
種
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
ス
ゲ
な
ど
の
生
え
る
湿
地
に
生
息
す
る
種

類
と
池
沼
に
生
息
す
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。
兵
庫
県
か
ら

は
10
種
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
殊
な
環
境
に
生
息
す

る
こ
と
か
ら
十
分
な
調
査
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
兵
庫
県

版
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク（
Ｒ
Ｄ
Ｂ
）２
０
１
２
で
は
絶
滅

１
種
、
Ａ
ラ
ン
ク
２
種
、
Ｂ
ラ
ン
ク
１
種
、
Ｃ
ラ
ン
ク
２

種
、
要
調
査
１
種
の
７
種
が
登
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ネ
ク

イ
ハ
ム
シ
の
生
息
す
る
湿
地
は
、
土
地
利
用
に
お
い
て
邪

魔
に
な
り
こ
そ
す
れ
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

埋
め
立
て
ら
れ
た
り
、
水
を
抜
か
れ
る
な
ど
し
て
急
速
に

姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
古
い
治
山
堰
堤
な
ど

で
は
新
た
に
湿
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

筆
者
は
こ
の
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
を
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う
と
、

県
下
各
地
の
湿
地
や
た
め
池
を
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
際
、
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
だ
け
で
な
く
、
様
々
な
動
植
物
を

観
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
改
め
て
兵
庫
県
の
自
然
の
豊

か
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
び
、

兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
か
ら
機
関
誌
「
や
ま
な
み
」
に
発

表
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
写
真
を
通
じ
て
豊
か

さ
の
一
端
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

ち
く
さ
高
原
の
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
と
生
き
物

　

ち
く
さ
高
原
は
兵
庫
県
の
中
西
部
、
岡
山
県
と
境
を
接

し
、
標
高
８
０
０
ｍ
付
近
か
ら
標
高
１
、１
６
３
ｍ
の
ダ

ル
ガ
峰
に
至
る
地
域
で
す
。
こ
こ
は
草
原
、
湿
地
、
渓
谷
、

森
林
と
多
彩
な
環
境
が
あ
り
、
多
様
な
生
物
相
に
触
れ
る

こ
と
の
で
き
る
場
所
で
す
が
、
県
下
の
山
間
部
の
例
に
漏

れ
ず
シ
カ
の
増
加
が
目
立
ち
、
生
物
相
に
様
々
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
シ
カ
の
不
嗜
好
植
物
で
あ
る
ク
リ
ン
ソ

ウ
の
群
落
は
年
々
大
き
さ
を
増
し
、
今
で
は
立
派
な
観
光

資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
の
目
的
で
あ
る
ネ
ク
イ
ハ

ム
シ
の
仲
間
は
キ
ヌ
ツ
ヤ
ミ
ズ
ク
サ
ハ
ム
シ
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
ス
ゲ
ハ
ム
シ
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
成
虫
は

湿
地
の
ス
ゲ
類
に
集
ま
り
、
中
部
山
岳
の
高
層
湿
原
で
は

最
普
通
種
で
す
が
、
県
下
で
は
最
も
標
高
の
高
い
場
所
に

生
息
す
る
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
の
た
め
分
布
は
限
ら
れ
て
い
ま

す
。
食
草
の
ス
ゲ
類
は
シ
カ
が
あ
ま
り
好
ま
な
い
よ
う
で
、

目
立
っ
た
被
害
は
受
け
て
な
い
よ
う
で
す
。
文
献
に
よ
る

と
、
こ
こ
に
は
兵
庫
県
で
唯
一
ツ
ヤ
ネ
ク
イ
ハ
ム
シ
の
記

録
も
あ
り
ま
す
が
、
筆
者
は
ま
だ
見
て
い
ま
せ
ん
。
紙
面

の
都
合
も
あ
り
、
ご
く
一
部
し
か
掲
載
で
き
な
い
の
は
残

念
で
す
が
、
な
る
べ
く
地
域
の
特
徴
が
わ
か
る
よ
う
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

森
と
水
辺
の
生
き
物
を
訪
ね
て（
１
）佐

藤
邦
夫

ち
く
さ
高
原
を
歩
く
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地際部分をシカに剥皮されたスギ
枯死することはないが、材としての価値
が低下するため、数十年かけて育てた苦
労が水の泡となってしまう。

ノリウツギ
草原の縁や道路脇に咲き、多くの昆虫が
訪れる。写真の花にはフタスジハナカミ
キリ、ヨツスジハナカミキリ、マルガタ
ハナカミキリなどが見られる。

エビネ
（兵庫県版RDB2010　Cランク）
クリンソウの群落近くに数十株の群落が
あったが、シカに食べられたのか今は見
られない。

ウスバシロチョウ
アゲハチョウ科の種類で氷河期の遺物と
言われている。かっては宍粟市内にたく
さんいたが、幼虫の食草であるムラサキ
ケマンがシカに食べられ激減している。

サラサドウダン
（兵庫県版RDB2010　Bランク）
県境のダルガ峰周辺に多い。樹皮をシカ
に食害されている場合が多く、幼木が見
られない。

モリアオガエル
（兵庫県版RDB2003　Bランク）
水辺の樹木に下がった卵嚢はよく見かけ
るが、成体を見ることは少ない。

ムカシヤンマ
（兵庫県版RDB2012　Ｂランク）
同じサナエトンボ科の大形種であるミヤ
マサナエとは異なり斜面の滲出水がある
ような場所で幼虫は生育する。成虫もそ
のような場所の近くで見られる。

エゾハルゼミ
（兵庫県版RDB2012　要注目）
ミョーキーン・ミョーキーン♪と変わっ
た声で鳴く。ハルゼミの仲間は垂直に止
まらず、横枝などにいる場合が多い。

ミヤマサナエ
（兵庫県版RDB2012　Cランク）
大きな河川の下流域で幼虫は発見され、
成虫は遠く離れた高地に移動する。写真
の個体は何処から来たのだろうか。

（15） 平成25年6月30日



平
成
25
年
度
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
研
究
会
特
別
講
演
会

「
斜
面
安
定
解
析
方
法
の
再
考
と

 
崩
壊
発
生
タ
イ
ミ
ン
グ
の
予
測
技
術
へ
の
展
開
」

農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
治
山
課

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
25
年
６
月
７
日
、
兵
庫
県
土
地
改
良
会
館
に
お
い

て
「
ロ
ー
プ
ネ
ッ
ト
・
ロ
ッ
ク
ボ
ル
ト
併
用
工
法
研
究

会
」
通
常
総
会
（
会
長　

沖
村
孝
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
と
し
て
、
京
都
大
学
防
災
研
究
所　

地
盤
災

害
研
究
部
門　

傾
斜
地
保
全
研
究
分
野　

寺
嶋
智
巳
准
教

授
に
よ
る
「
斜
面
安
定
解
析
方
法
の
再
考
と
崩
壊
発
生
タ

イ
ミ
ン
グ
の
予
測
技
術
へ
の
展
開　

斜
面
崩
壊
の
早
期
警

戒
シ
ス
テ
ム
の
開
発
へ
向
け
て
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

掲
載
し
た
図
は
、
す
べ
て
寺
嶋
智
巳
准
教
授
の
講
演
資
料

か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

２ 

．
斜
面
安
定
解
析
方
法
の
再
考
と

　

崩
壊
発
生
タ
イ
ミ
ン
グ
の
予
測
技
術
へ
の
展
開

⑴
研
究
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
き
っ
か
け

　

崩
壊
が
い
つ
発
生
す
る
か
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

予
測
す
る
こ
と
で
、
斜
面
崩
壊
に
対
す
る
早
期
警
戒

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
減
災
に
寄
与
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
現
在
の
研
究
に
取
組
ん
で
い
る
。

　

研
究
の
き
っ
か
け
は
、
林
野
庁
の
森
林
総
合
研
究

所
が
京
都
大
学
防
災
研
究
所
な
ど
と
協
力
し
て
行
っ

た
、
実
斜
面
を
使
っ
た
降
雨
崩
壊
実
験
（
平
成
15

年
）
で
、
茨
城
県
中
部
、
加
波
山
中
腹
で
実
施
さ
れ

た
。
写
真
３
に
示
す
よ
う
に
鉄
板
で
仕
切
っ
た
幅
５

ｍ
、
長
さ
30
ｍ
の
斜
面
に
、
タ
ン
ク
に
蓄
え
た
約
70

㌧
の
水
を
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
、
毎
時
80
㎜
の
人
工

の
雨
を
斜
面
が
崩
壊
す
る
ま
で
降
ら
せ
た
。

　

実
験
の
結
果
、
①
崩
れ
る
２
時
間
前
に
地
下
水
が

斜
面
方
向
に
流
れ
地
盤
が
動
き
始
め
た
（
図
１
）。
②

崩
れ
る
数
10
分
前
に
は
地
下
水
圧
の
不
規
則
変
動
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
水
の
浸
透
力
が
崩

壊
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ

の
浸
透
力
を
考
慮
し
な
い
と
崩
壊
プ
ロ
セ
ス
を
説
明

で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

⑵
電
位
観
測
に
よ
る
崩
壊
発
生
の
予
測
に
向
け
て

　

野
外
実
験
で
得
ら
れ
た
地
下
水
流
動
の
変
化
が
斜

面
崩
壊
の
主
要
因
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
地
下
水
の
流

れ
を
追
跡
で
き
る
電
磁
気
学
的
な
観
測
手
法
を
用
い

て
、
崩
壊
の
発
生
予
測
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。
通
常
は
、
斜
面
に
電
気
を
流
し
て
計
測
す

る
電
気
探
査
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
簡

単
に
計
測
す
る
た
め
に
、
電
気
を
流
す
こ
と
は
せ
ず
、

斜
面
内
部
の
自
然
電
位
の
変
化
に
注
目
し
た
。

　

自
然
電
位
の
変
化
に
は
、
①
地
下
水
が
流
動
す
る

と
流
れ
の
方
向
に
プ
ラ
ス
の
電
荷
が
運
ば
れ
る
（
界

面
動
電
現
象
）、
②
地
下
水
位
の
上
昇
に
よ
っ
て
電

位
が
プ
ラ
ス
か
ら
マ
イ
ナ
ス
に
低
下
す
る
（
図
２
）

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
か
ら
自
然
電

写真2　寺嶋智巳准教授
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写真1　沖村孝会長挨拶

写真3　加波山実験斜面状況

図1　地盤変位開始時の地下水の流動方向
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位
と
地
下
水
流
動
の
変
化
の
関
係
を
検
討
し
た
。

⑶ 

模
型
実
験
を
用
い
た
電
位
観
察

　

実
際
に
、
水
の
動
き
と
電
位
変
化
が
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
か
模
型
実
験
で
確
認
し
た
。
模
型
実

験
は
、
長
さ
９
ｍ
、
高
さ
４
・
８
ｍ
、
斜
面
傾
斜
角

上
流
側
32
度
、
下
流
側
10
度
で
あ
る
。
図
３
に
間
隙

水
圧
な
ら
び
に
自
然
電
位
の
分
布
を
示
し
た
。
間
隙

水
圧
は
青
い
ほ
ど
水
圧
が
高
く
、
赤
い
ほ
ど
水
圧
が

低
い
。
ま
た
自
然
電
位
は
青
い
ほ
ど
低
く
、
地
下
水

が
上
昇
す
る
と
電
位
が
下
が
っ
て
い
く
状
態
を
現
し

て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
間
隙
水
圧
と
自
然
電
位
の
関

係
が
よ
く
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
電

位
変
化
に
着
目
す
る
と
、
降
雨
後
40
分
頃
か
ら
電
位

が
プ
ラ
ス
に
上
昇
し
出
す
。
こ
れ
は
、
地
下
水
の
浸

透
・
流
動
と
と
も
に
プ
ラ
ス
の
電
位
が
運
ば
れ
、
60

分
頃
に
飽
和
に
達
し
電
位
が
低
下
に
転
じ
た
こ
と
と

対
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
崩
壊
の
20
分
前
に
ス
テ

ッ
プ
状
の
変
動
が
見
ら
れ
、
６
分
前
に
は
微
小
振
動

が
見
ら
れ
る
（
図
４
）。
こ
の
微
小
振
動
現
象
は
、
崩

壊
の
前
兆
を
現
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の

原
因
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
実
験
の
結
果
か
ら
、
自
然
電
位
の
計
測

に
よ
っ
て
地
下
水
の
水
圧
分
布
・
流
向
・
流
速
・
動

態
を
追
跡
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
さ
ら
に
微
小
振
動
現
象
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
崩
壊
タ
イ
ミ
ン
グ
の
予
測
手
法
・
斜
面
監
視
技

術
の
創
出
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

⑷
水
文
現
象
と
電
磁
気
現
象
の
因
果
関
係

　

こ
こ
ま
で
、
斜
面
崩
壊
（
水
文
現
象
）
と
自
然
電

位
の
関
係
を
調
べ
て
き
た
。
次
に
そ
れ
ら
が
、
斜
面

の
安
定
解
析
に
用
い
ら
れ
る
各
種
要
素
と
ど
の
よ
う

な
関
係
に
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

自
由
地
下
水
に
対
す
る
斜
面
安
定
解
析
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
修
正
フ
ェ
レ
ニ
ウ
ス
法
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
水
の
浸
透
力
を
考
慮
し
た
も
の
は

少
な
い
。
そ
こ
で
新
た
に
、
飽
和
お
よ
び
不
飽
和
の

浸
透
力
、
水
圧
と
水
分
量
関
係
の
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
、

過
剰
せ
ん
断
力
を
考
慮
で
き
る
よ
う
に
安
定
解
析
式

を
修
正
し
、
模
型
実
験
を
検
証
し
て
み
た
。
そ
の
結

果
、
斜
面
上
部
に
不
安
定
領
域
が
生
ま
れ
下
方
へ
拡

大
し
、
下
部
土
層
が
不
安
定
に
な
っ
た
時
に
全
体
が

崩
れ
る
と
い
う
崩
壊
過
程
を
数
％
の
誤
差
で
精
度
良

く
再
現
で
き
た
。
ま
た
、
解
析
結
果
を
考
察
す
る
と
、

①
降
雨
初
期
で
は
、
見
か
け
の
粘
着
力
の
影
響
が
大

き
い
、
②
雨
が
浸
透
し
て
土
壌
水
分
量
が
増
加
し
て

く
る
と
、
間
隙
水
圧
と
浸
透
力
の
影
響
が
大
き
く
な

る
、
③
崩
壊
直
前
で
は
、
浸
透
力
の
影
響
が
最
大
と

な
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
崩
壊
の

発
生
要
因
と
し
て
浸
透
流
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

本
研
究
に
よ
り
、
浸
透
力
の
変
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
自
然
電
位
の
変
化
の
関
係
を
斜
面
安
定
解
析
に
取

り
入
れ
て
崩
壊
発
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
出
せ
れ
ば
、

早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
、
実
際
動
い
て
い
る
地
す

べ
り
地
の
実
斜
面
で
観
測
を
行
い
、
崩
壊
（
深
層
崩

壊
を
含
む
）
と
の
因
果
関
係
を
解
明
す
る
予
定
で
あ

る
。

３
．
お
わ
り
に

　

崩
壊
発
生
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
予
測
に
関
す
る
最
新
の
研

究
成
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
講
演
で
あ
っ

た
。
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図2　斜面内の自然電位変化の仕組み教授

図3　間隙水圧と自然電位の分布図4　自然電位と間隙水圧の変動
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新
緑
の
氷
ノ
山
林
道
で
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

１
．
開
催
概
要

　

平
成
15
年
秋
か
ら
、
森
林
基
幹
道
「
瀞
川
・
氷
ノ
山

線
」
で
自
然
観
察
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
今
年
も
去
る
５
月
27

－

28
日
に
１
泊
２
日
の
予
定
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
都
市
住
民
の
方
々
を
中
心
に

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
や
林
道
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
当
治
山
林
道
協
会
と
兵
庫
県
治
山

課
並
び
に
兵
庫
県
但
馬
県
民
局
朝
来
農
林
振
興
事
務
所
と

の
共
催
で
、
地
元
養
父
市
の
ご
協
力
を
得
て
開
催
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
も
新
聞
記
者
発
表
と
あ
わ
せ
て
「
県
民
だ
よ
り
ひ

ょ
う
ご
」
で
参
加
者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
定
員
40
名
の

と
こ
ろ
約
１
８
０
名
の
応
募
を
い
た
だ
き
抽
選
で
え
ら
ば

れ
た
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
．
行
程

　

元
町
の
林
業
会
館
前
を
小
型
バ
ス
２
台
で
午
前
８
時
５

分
に
出
発
、
車
内
で
配
布
資
料
と
行
程
に
つ
い
て
説
明
の

後
。
講
師
と
し
て
同
行
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
佐
藤
邦
夫

氏
か
ら
車
内
の
テ
レ
ビ
を
使
っ
て
瀞
川
・
氷
ノ
山
林
道
周

辺
の
四
季
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
豊
富
な
植
物
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

養
父
市
の
「
あ
ゆ
公
園
」
で
地
元
養
父
市
職
員
並
び
に

朝
来
農
林
と
合
流
し
横
行
渓
谷
へ
入
り
、
こ
こ
で
バ
ス
を

降
り
て
1.1
㎞
程
度
新
緑
の
渓
谷
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
、

林
道
脇
の
「
二
人
し
ず
か
」
を
観
察
し
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

ま
た
、
例
年
な
ら
ま
だ
咲
い
て
い
な
い
場
合
が
多
い
の
で

す
が
、
今
年
は
ト
チ
ノ
キ
の
円
錐
状
に
な
っ
た
白
い
花
が

観
察
で
き
ま
し
た
。
次
に
瀞
川
氷
ノ
山
線
に
入
り
、「
氷

ノ
山
中
央
駅
」
で
昼
食
の
後
「
ぶ
な
観
察
駅
」
周
辺
で
、

ブ
ナ
の
葉
の
葉
脈
や
実
の
結
実
を
観
察
し
ま
し
た
。
次
に

「
巨
木
の
谷
」
を
ウ
ォ
ー
ク
の
後
「
別
宮
の
大
カ
ツ
ラ
」

を
観
察
し
鉢
伏
高
原
で
１
泊
で
す
。

　

二
日
目
は
、
鉢
伏
高
原
を
出
発
し
、「
氷
ノ
山
展
望
駅
」

「
瀞
川
山
登
山
」
を
行
い
ま
し
た
。
瀞
川
氷
ノ
山
線
の
瀞

川
工
区
に
は
、
林
道
で
は
珍
し
い
1.2
㎞
の
直
線
区
間
が
あ

り
、
そ
の
始
ま
り
の
地
点
で
、
ち
ょ
う
ど
伐
採
作
業
が
行

わ
れ
て
お
り
、
伐
採
し
た
材
を
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
で
枝
は
ら

い
と
玉
切
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
見
学
し
な
が

ら
林
業
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
し
、
参
加
者
は
興
味
深
く

作
業
を
見
て
い
ま
し
た
。
次
に
兵
庫
県
立
兎
和
野
高
原
野

外
教
育
セ
ン
タ
ー
の
「
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
群
落
」「
兎
和
野

の
大
カ
ツ
ラ
」
を
観
察
、
こ
の
辺
で
小
雨
が
降
り
出
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。「
但
馬
高
原
植
物
園
」
内
で
昼
食
後
「
和

池
の
大
カ
ツ
ラ
」ま
で
園
内
の
案
内
を
受
け
本
日
の
行
程

を
終
え
ま
し
た
。

　

復
路
は
昨
年
の
秋
に
開
通
し
た
八
鹿
氷
ノ
山
Ｉ
Ｃ
か
ら

北
近
畿
自
動
車
道
を
利
用
し
、「
道
の
駅
ま
ほ
ろ
ば
」
で

休
息
し
た
の
ち
三
宮
に
午
後
５
時
ご
ろ
に
無
事
到
着
し
ま

し
た
。

フタリシズカ

枝はらい玉切作業を見学

トチの花

ヤブデマリ

ハウチワカエデ
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編

集

後

記

　

先
日
新
聞
で
働
か
な
い
「
働
き
ア
リ
」
と
い
う
記
事
が
あ
り

ま
し
た
。
一
つ
の
ア
リ
の
巣
を
、
各
個
体
を
識
別
す
る
た
め
、

頭
、
胸
、
腹
の
３
箇
所
に
マ
ー
ク
を
つ
け
１
ヶ
月
間
毎
日
定
期

的
に
観
察
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

観
察
の
結
果
、
幼
虫
や
卵
の
世
話
、
掃
除
な
ど
集
団
に
役
立

つ
仕
事
を
よ
く
す
る
ア
リ
は
、
全
体
の
約
10
〜
20
％
、
集
団
に

役
立
た
な
い
自
分
の
体
を
な
め
た
り
、
じ
っ
と
し
て
い
る
ア
リ

も
10
〜
20
％
存
在
し
、
残
り
の
60
〜
70
％
の
ア
リ
は
普
通
に
働

く
ア
リ
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ア
リ
た
ち
が
自
分
の
行
動
や
仕
事
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、

周
囲
の
ア
リ
と
接
触
し
た
と
き
の
情
報
伝
達
の
や
り
取
り
の
中

で
決
ま
り
、
働
き
始
め
る
感
度
の
悪
い
ア
リ
が
存
在
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
働
か
な
い
「
働
き
ア
リ
」
が
生
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
よ
く
働
く
ア
リ
だ
け
を
集
め
て
飼
育
し
観
察
す
る
と
、

ほ
と
ん
ど
働
か
な
い
ア
リ
が
10
〜
20
％
の
割
合
で
出
て
く
る
こ

と
が
判
明
し
た
そ
う
で
す
。

　

い
ろ
ん
な
組
み
合
わ
せ
で
集
団
を
作
っ
て
も
働
き
始
め
る
感

度
の
い
い
「
働
き
も
の
」
が
先
に
働
き
出
し
、
結
果
的
に
「
怠

け
も
の
」
が
出
て
き
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
怠
け
も

の
も
仕
事
が
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
働
く
も
の
が
い
な
け
れ

ば
、
仕
事
を
す
る
し
能
力
的
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
ア
リ
た
ち
の
間
で

の
過
労
死
と
い
う
の
が
あ
る
ら
し
く
、
全
滅
を
避
け
る
た
め
の

安
全
装
置
で
は
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
事
態
が

発
生
し
た
と
き
に
も
代
替
要
員
を
常
に
持
っ
て
い
る
集
団
は
、

長
く
巣
を
維
持
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
絶
滅
の
リ

ス
ク
の
回
避
を
最
優
先
に
し
た
た
め
、
ア
リ
社
会
で
は
効
率
の

悪
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
人
間
社
会
に
お
い
て
組
織
の
維
持
を
考
え
た
場
合
、

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
は
組
織
内
に
あ
る
程
度
の
余
裕
が
な

い
と
対
応
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
、
今
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
合
理
化
、
効
率
化
の
追
求
に
対
し
て
ア
リ
社
会

の
仕
組
み
を
、
少
し
は
考
え
て
み
た
ら
と
感
じ
ま
し
た
。

　

前
会
長
の
田
路
理
事
か
ら
会
長
を
辞
任
す

る
届
出
が
提
出
さ
れ
、
去
る
６
月
26
日
理
事

会
を
開
催
し
現
副
会
長
の
戸
田
善
規
理
事
が

会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
戸
田
新
会
長
の
も
と
、
美
し
い

ひ
ょ
う
ご
の
森
を
創
る
た
め
、
会
員
市
町
、

森
林
組
合
、
林
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、
治

山
、
林
道
、
造
林
な
ど
森
林
の
保
全
事
業
の

推
進
に
尽
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
５
月
か
ら
新
規
の
緊
急
雇
用
事

業
と
し
て
、
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
予

定
で
県
よ
り
荒
廃
渓
流
等
調
査
事
業
の
委
託

を
受
け
ま
し
た
。

　

業
務
の
内
容
は
、
１
、
荒
廃
渓
流
等
調
査

と
し
て
山
地
災
害
危
険
地
区
の
う
ち
、
崩
壊

土
砂
危
険
地
区
の
渓
流
荒
廃
状
況
と
風
倒
木

の
被
害
状
況
か
ら
流
木
と
し
て
流
出
の
危
険

性
の
有
無
な
ど
、
ま
た
森
林
基
幹
道
に
お
け

る
大
規
模
残
土
場
の
施
設
調
査
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
２
、
山
地
防
災
・
減
災
に
関

す
る
普
及
啓
発
活
動
の
企
画
実
践
と
し
て
、

豊
か
な
む
ら
を
災
害
か
ら
守
る
月
間
に
お
け

る
危
険
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
集
中
豪
雨
後

の
被
災
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
小
学
生
を
対
象
と
し
た
防
災

教
室
を
開
催
し
山
地
防
災
・
減
災
に
関
す
る

普
及
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
写
真
左
よ
り
小

川
昌
彦
、
船
田
穣
、
鳴
田
保
、
朱
山
雅
也
、

吉
本
義
弘
の
各
氏
で
す
。
全
員
当
協
会
の
西

播
磨
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
会
長
に
戸
田
善
規
理
事

荒
廃
渓
流
等
調
査
事
業
の

ス
タ
ッ
フ
紹
介

戸田新会長

26日開催の理事会

「やまなみ」には森
も り

林にやさしい再生紙を使用しています。
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